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カイゼン成果発表会 in久慈の開催   

（経営企画部） 

 

震災から６年余りが経過し、被災された事業者の多くが生産活動を再開されておりますが、

震災の影響による人口減少、復興関連の求人増加等を背景とした労働力不足が、地域の産業

復興の大きな障壁となっております。 

そこで、県では、震災からの復興支援の一環としてトヨタ自動車東日本株式会社様の御協

力をいただきながら、主に水産加工事業者を対象にカイゼン導入・定着支援を実施し、各事

業者が行う経営力強化に向けた取組を支援しております。 

今回、カイゼン実践事業者による取組事例・改善効果の成果報告を通じ、県北地域食品製

造業全体へのカイゼンのさらなる普及・拡大を図るため、標記発表会を開催いたします。 

 

１ 名  称 カイゼン成果発表会 in久慈 

２ 日  時 平成 29 年３月 21日（火）13：00～15：00 

３ 場  所 久慈地区合同庁舎６階第４会議室（久慈市八日町１－１） 

４ 参加対象 水産加工、食品製造事業者及び行政機関、商工団体職員等 

５ 主  催 岩手県県北広域振興局 

６ 共  催 久慈地域食産業ネットワーク 

７ 内  容  

○基調講演 「トヨタ自動車東日本の概要、改善を始める前に」 

   講 師：トヨタ自動車東日本株式会社 ものづくり研鑚室 小林 亘 氏 

 

○事例発表① 「あみ茸水煮の生産性向上に向けた取組」 

   発表者：株式会社長根商店 工場長 庭 エミ子 氏、主任 下向 智子 氏 

 

○事例発表② 「いちご煮缶詰の作業標準書作成に向けた取組」 

発表者：株式会社宏八屋 工場長 苧坪 宏宗 氏 

 

○講評・まとめ 「活動概要とミニミニ座学、改善事例の紹介」 

    講 師：トヨタ自動車東日本株式会社 

ものづくり研鑚室 チーフエキスパート 今野 弘 氏 

  

  

     

 

 
担当：経営企画部産業振興課 課長 古川 雄二 

電話：0194-53-4981  内線 205 


